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問1 東北地方の太平洋沖において、南から北上する暖流の黒潮（日本海流）と、北から南下する寒流の親潮（千島海流）がちょうどぶつかり合う海
域は、カツオやサンマなどの水揚げが多い好漁場として知られています。このような、性質の異なる海流が接する境界を何と呼びますか。
（2018年 滋賀県公立入試 類似）

1. 海溝 2. バンク（浅瀬） 3. 大陸棚 4. 潮目（潮境）

問2 2013年度から2022年度にかけて宅配便の取扱個数が約36億個から約50億個へと急増している状況下で、物流業界において「2024年問題」が
懸念されています。この問題が発生する直接的な背景として最も適切な説明はどれですか。 （2024年 広島県公立入試 類似）

1. 再配達を削減するための取り組み
が強化され、運送業者の利益が以前
よりも減少するため

2. 燃料費が高騰したことにより、運
送会社が配送コストを維持できず事
業を縮小するため

3. 少子高齢化の影響で現役世代の人
口が減少し、宅配便の利用者が大幅
に減少するため

4. 働き方改革関連法により時間外労
働に制限が課されることで、配送に
必要な労働力が不足するため

問3 日本の水産業において、いけすなどを用いて魚介類を育てる「養殖業」が普及している理由や、その特徴を説明した文として最も適切なものを
選択してください。 （2019年 香川県公立入試 類似）

1. 自然界の資源変動に左右されにく
く、市場の需要に合わせて計画的に
出荷することができる。

2. 稚魚を一度外洋に放流して自然の
成長を待つため、餌代などの生産コ
ストを低く抑えることができる。

3. 海岸から離れた排他的経済水域の
外側で行われるため、沿岸部の赤潮
などの被害を受ける心配がない。

4. 網などの漁具を使って一度に大量
の天然魚を捕獲するため、他の漁法
に比べて労働時間が短い。

問4 1960年代以降の日本では、大都市の中心部で地価が高騰し、居住環境が悪化したことで、人口が郊外へ流出する「ドーナツ化現象」が見られま
した。しかし、1990年代後半からは、都市の再開発などによって再び都心部の人口が増加する現象が見られるようになりました。この現象を何
と呼びますか。 （2017年 愛媛県公立入試 類似）

1. 郊外化現象 2. 過疎化現象 3. ストロー現象 4. 都心回帰現象

問5 1980年代から2000年にかけての日本における工業構成の変化について述べます。製造品出荷額の構成において、1980年には31.8パーセントで
あったものが、2000年には45.8パーセントまで上昇し、日本の重化学工業の中心となった工業部門はどれですか。 （2016年 滋賀県公立入試 類似）

1. 食料品工業 2. 繊維工業 3. 機械工業 4. 金属工業

問6 新潟県の工業に関する統計において、化学工業は事業所数の割合が極めて小さい一方で、製造品出荷額の割合は約35パーセントと全産業の中で
最大となっています。このデータから読み取れる、化学工業の1事業所あたりの特徴として最も適切な説明を選んでください。 （2020年 愛知県公立入試

類似）

1. 原材料費が安く抑えられているた
め、出荷額が低くなっている。

2. 労働集約的な産業であり、多くの
労働者を必要としている。

3. 1事業所あたりの生産規模が、他
の産業と比べて大きい。

4. 小規模な工場が多数集まり、地域
ブランドを形成している。

問7 日本の諸地域における農業生産額の部門別内訳を比較した際、米、野菜、畜産、果実などの項目のうち、「米」が占める割合が約5割に達し、他
地域と比べて圧倒的に高い割合を示している地方はどこですか。 （2026年 福岡県公立入試 類似）

1. 九州地方 2. 中部地方 3. 東北地方 4. 関東地方

問8 2008年から2015年にかけての南アメリカ地域における日本企業の進出状況と貿易額の変化について、正しい記述はどれですか。 （2018年

茨城県公立入試 類似）

1. 現地への進出企業数が減少したこ
とに伴い、日本からの輸出額も大幅
に減少した。

2. 進出企業数の割合が増加したこと
に比例して、日本との貿易総額も過
去最高を記録した。

3. 進出企業の割合はわずかに増加し
ているが、輸出額と輸入額はどちら
も減少している。

4. 輸入額は増加傾向にあるものの、
進出企業数が半減したため輸出額が
大きく落ち込んだ。

問9 都市の人口構造において「昼夜間人口比率」という言葉が使われます。この比率が100パーセントを大きく超える地域の特徴を説明したものとし
て、最も適切なものを選びなさい。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 大規模な工場が立ち並ぶ工業地帯
であり、交代制勤務のために昼間と
夜間の人口が常に一定に保たれてい
る。

2. 都市の郊外にあたり、豊かな自然
環境を求めて移住する人が多いため
、夜間に滞在する居住人口が昼間の
活動人口を上回っている。

3. 住宅供給公社による大規模な住宅
団地が整備された地域であり、都心
へ通勤する現役世代が多いため、昼
間の人口が極端に少なくなっている
。

4. 都市の中心部にあたり、オフィス
ビルや商業施設が集中しているため
、通勤や通学によって流入する人口
が居住人口を上回っている。

問10 日本国内における清涼飲料水の生産状況について、茶系飲料とミネラルウォーター類の合計生産量が占める割合の説明として、正しいものはど
れですか。国内の総生産量が1700万kLを超えている状況をふまえて答えなさい。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1. コーヒーの出荷額が急速に伸び、
単独で1兆円を超える最大の品目とな
っている。

2. 果実飲料が最も生産量が多く、茶
系飲料とミネラルウォーター類の合
計を上回っている。

3. 茶系飲料とミネラルウォーター類
の2品目を合わせると、全生産量の5
0パーセントを超えている。

4. 炭酸飲料の生産量が、ミネラルウ
ォーター類の生産量の3倍以上に達し
ている。

問11 瀬戸内工業地域に位置する岡山県の工業について、その背景と特徴を説明した文として最も適切なものはどれですか。 （2020年 千葉県公立入試 類似）

1. 輸入鉄鉱石の搬入に便利な立地を
生かし、製鉄所を中心とした金属工
業の出荷額が化学工業を上回り最大
となっている。

2. 沿岸部の埋立地に石油化学コンビ
ナートが建設されたことで、化学工
業の出荷額が全体の約38.6%を占め
ている。

3. 内陸部の広大な土地を利用した自
動車組み立て工場が集中しており、
機械工業の割合が最も高い。

4. 地元の豊かな農産物を加工する工
場が非常に多いため、食料品工業の
割合が金属工業や化学工業を上回っ
ている。

問12 東京都中央卸売市場におけるレタスの出荷状況をみると、茨城県や静岡県の出荷量が極端に少なくなる7月から8月にかけて、長野県産の出荷量
がピークを迎えています。このように、標高が高い地域の夏の冷涼な気候を活かして、他の産地での出荷が少なくなる時期に収穫時期を遅らせ
て出荷する栽培方法を何といいますか。 （2017年 岩手県公立入試 類似）

1. 促成栽培 2. 近郊農業 3. 二毛作 4. 抑制栽培


